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１．概要（Summary ）： 
 直径 10 µm のディスク状白金または金電極を電極間隔

100 µm にて 8 チャンネル×4 チャンネルの格子状に配列

した微小電極アレイ構造体の作製し、その電気化学特性

を検証する。各チャンネルの電極が微小電極特性を示す

こと、また独立して電気化学分極可能とし、総合的な電気

化学挙動が 2 次元のアンペロメトリックセンサーとして機能

するよう電極設計を検討することを目的とする。なお、使

用環境は、中性から酸性の水溶液腐食環境を想定してい

る。 

 
２．実験（Experimental）： 
 微小電極パターンの配線部をめっき装置を用いてＣｕめ

っきし、電極表面層にはスパッタ装置 SPC350 で Pt や Au

を作製し、絶縁層の検討を行った。この際のフォトリソ用Ｃ

ｒ／ガラスマスクのパターン形成はレーザー描画装置を用

いた。作製した微小電極パターンの電極特性評価は、

K4[Fe(CN)6]と K3[Fe(CN)6]を含む KNO3水溶液中、サイク

リックボルタンメトリー（CV）により行った。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion）： 
 Fig.１に作製した３２チャンネル微小電極アレイの一部を

示す。微小電極アレイ内の 1 チャンネル微小電極を用い

て得られたCV曲線は、Fig.2に示すように、ヒステリシスの

ないシグモイド型の軌跡となっており、微小電極として良

好な特性を示すことがわかる。このことは、数値計算から

得られた CV 曲線と良い一致を示すことからも確認される。

さらに、CVを 50回繰り返した場合の軌跡の変化は見られ

なかったことから、中性水溶液環境では優れた耐食性を

示すことが示唆された。 

 しかし、同パターンの微小電極アレイを複数枚作製した

が、電極特性（電極部の導電性、絶縁部の絶縁性）の再

現性にバラツキが大きく、2D センサとしての総合電極特

性の評価には至っていない。 

  

Fig.1 Micrograph of electrodes. 

 

Fig.2 CV curve（potential sweep：10 mV s-1） 
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